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■
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ら
で
は
の
種
目

足
が
速
い
人
が
一
位
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
競
技

が
あ
る
の
で
、
面
白
い
。

例
え
ば
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー

ス
・
輪
投
げ
・
ビ
ン
釣
り

競
争
・
迷
い
箸
競
争
な
ど
。

特
に
血
圧
測
定

ケ
ツ
ア
ツ

は
力
を
入
れ
て
、

お
し
り
で
風
せ
ん

を
割
る
競
技
で
、

こ
れ
は
ネ
ー
ミ
ン

グ
も
面
白
い
。

■
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
の
方
々
に
聞

き
ま
し
た

針
生
地
区
で
は
、
以
前

か
ら
あ
っ
た
会
が
、
会
長

の
な
り
手
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
た
め
に
、
解
散
し

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

会
長
を
区
長
が
兼
務
す
る

こ
と
で
三
年
前
か
ら
「
は

ま
ぎ
く
の
会
」
と
し
て
活

動
を
再
開
。
こ
れ
に
よ
り
、

解
散
の
心
配
が
な
く
な
っ

た
。他

地
区
と
違
う
印
象
を

受
け
た
の
で
ク
ラ
ブ
名
の

由
来
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

花
言
葉
を
重
視
し
た
と
の

こ
と
。
は
ま
ぎ
く
の
花
言

葉
は
「
逆
境
に
強
い
。
友

人
の
愛
」
。

六
十
歳
未
満
の
会
員
も

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

会
員
の
活
躍
が
期
待
で
き

そ
う
だ
。
会
員
数
61

名

（
男
24
名
・
女
37
名
）

ま

た

、

「
山
田
高
砂

会
」
で
は
、

各
競
技
に
出

場
し
て
得
た

景
品
を
一
個

所
に
集
め
て

い
た
の
で
、

聞
い
た
と
こ

ろ
、
こ
の
大
会
の
後
、
地

元
公
民
館
で
慰
労
会
を
す

る
の
で
そ
こ
で
分
け
る
よ

う
だ
。
こ
の
大
会
に
出
場

し
な
か
っ
た
会
員
の
方
々

が
料
理
を
作
っ
て
準
備
し

て
い
て
、
特
に
豚
汁
が
楽

し
み
と
の
こ
と
。
会
員
数

41
名
（
男
20
名
・
女
21
名
）

■
も
う
一
つ
の
楽
し
み

昼
休
み
の
間
に
矢
板
音

頭
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
・

よ
さ
こ

い
ソ
ー

ラ
ン
な

ど
を
み

ん
な
で

踊
っ
て

ス
ポ
ー

ツ
大
会

を
盛
り

上
げ
た
。

（
Ｔ
・
Ｍ
、
Ｋ
・
Ｈ
）

シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
も
頑
張
り
ま
し
た

第25回矢板たかはらマラソン 参加者の声

十
月
三
十
日
、
矢
板

市
運
動
公
園
で
矢
板
市

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
各
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
加
入
の
約

三
百
八
十
人
の
方
が
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

矢
板
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
会
長

長

谷
川
健
さ
ん
）
が
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
方
の
協
力

で
準
備
、
設
営
、
大
会

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

★
千
葉
県
か
ら
参
加
の

78
歳
の
女
性

51
歳
か
ら
走
り
始
め

て
今
年
で
二
十
七
年
。

去
年
は
最
高
齢
賞
を
も

ら
え
た
が
、
今
年
は
自

分
よ
り
も
三
、
四
日
早

く
生
ま
れ
た
人
が
い
て
、

残
念
な
が
ら
も
ら
え
な

か
っ
た
。
し
か
し
来
年

も
参
加
し
た
い
と
強
い

想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

★
埼
玉
県
か
ら
父
親
と

共
に
参
加
し
た
小
二

男
子

完
走
後
、
り
ん
ご
を

食
べ
て
い
る
と
き
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
去
年
と

今
年
で
二
度
目
の
参
加
。

走
っ
た
後
の
り
ん
ご
が

と
て
も
お
い
し
い
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

★
宇
都
宮
市
か
ら
参
加
の

71
歳
の
女
性

宇
都
宮
市
に
前
泊
し
、

埼
玉
県
か
ら
参
加
の
小

一
男
子
・
小
三
女
子
の

二
人
の
孫
に
つ
い
て
語
っ

て
く
れ
た
。

一
年
か
ら
三
年
の
コ
ー

ス
で
、
小
三
の
姉
が
三

十
三
位
で
、
小
一
の
弟

が
七
位
。
弟
は
六
位
入

賞
で
き
な
く
て
悔
し
が
っ

て
い
た
。
私
と
し
て
は

良
い
成
績
だ
と
思
う
が
、

本
人
は
負
け
ず
嫌
い
な

性
格
な
の
で
、
来
年
が

楽
し
み
だ
と
話
し
て
く

れ
た
。

十
一
月
三
日
、
第
二
農
場
多

目
的
集
会
施
設
で
兵
庫
畑
の
棚
田

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
審
査
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー

の
方
を
中
心
に
応
募
作
品
26
点
の

中
か
ら
投
票
で
決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
12
月
7
日
～
21
日
に

郷
土
資
料
館
、
そ
の
後
山
の
駅
た

か
は
ら
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【入賞作品】
大賞 「希望の朝」 志賀 実氏

特選 「田植えの季節」 伴 敏子氏

「苗はこび」 半田 信一氏

準特選「ママ手伝うよ！」杉山 太郎氏

「早朝の棚田」 大屋 信幸氏

入選 「田植えのころ」 斎藤 寛氏

「収穫祭にて」 矢野 鐐三氏

「田掻き中」 五十嵐 毅氏
大賞作品「希望の朝」

志賀 実氏

第
３
回
棚
田
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト


